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26 号外第113号) 長崎大掌学報 平成 3年 9月30日
析装置 sp500(Olympus)を用い，半定量化を試みた。 Iて採用され，平成2年 4月より長崎大学医学部附属病
また細胞内局在部位に関しては，①apicalmembrane 続助手となった。この間産婦人科学教室医員のほか，
(AM)に局在するもの，② plasmamembrane (PM) 健康保険諌早総合病院，北九州市立八幡病院，日赤長
に局在するもの，③apical membraneとともに | 崎原爆病院，佐世保市立総合病院，国立嬉野病院およ
cytosol(AM +C)にも分布す7るもの，および④plasma ぴ田川市立病院に勤務するとともに長崎大学医学部研
membraneとともに cytosol(PM +C)にも分布する | 究生として，産婦人科学教室主任山辺徹教授の指導の
ものの 4群に大別した。 I もとに主に産婦人科腫蕩学に関する研究に従事した。
成 績 | 現在は平成 3年 4月より医療法人晩翠会村上病院に動
表層上皮封入嚢胞では. RCA-1結合のみが AMと | 務している。
して認められた。良性腫療のうち，祭液性嚢胞腺麗で | 村上は平成3年 6月 「卵巣表層上皮性趨蕩における
は，すべてのレクチンが存在し， AMあるいは PMに | レクチン結合に関する組織化学的研究」を主論文とし，
陽性であった。粘液性嚢胞腺腫では. PNA.UEA-1. 参考論文 5編を加えて長崎大学大学院医学研究科委員
WGAおよび RCA-1結合が証明され. AMあるいは | 会に医学博士の学位を申請した。問委員会は研究歴を
AM+Cに陽性であった。竣液性腺癌および明細胞腺 | 審査し，論文内容の要旨を検討した結果，受理して差
癌における PNA結合陽性例の頻度はそれぞれ71-4% I し支えないものと認め，上記の通り審査委員を選定し
および100%であり.PMあるいは PM+Cに局在して | た。委員は主査を中心に慎重審議し，平成 3年 8月21
いた。また類内膜腺癌および粘液性腺癌における | 日の定例委員会でその結果を報告した。
UEA・1結合陽性例はそれぞれ80%および60%であり. I 主論文は卵巣の表層上皮性腹蕩における糖鎖構造に
AMあるいは AM+Cに証明された。腺癌の分化度か | ついて. 7種のレクチン (PNA.UEA-1.WGA，ConA， 
らみると.SBA結合陽性例は高分化型85.7%，中分化 I RCA.1，SBAおよび DBA)を用いて，組織化学的立場
型66.7%および低分化型 0%であり，また DBA結合 (ABC法)より検討したものである。
陽性例はそれぞれ71.4%，41. 7%および 0%となり 腫療の組織型別および組織学的分化度別に各レクチ
これらはともに分化度が低い例ほど陽性率も低下する | ン結合の組織化学的反応度および細胞内局在部位を分
傾向がうかがわれた。一方，細胞内局在について観察 | 析した結果，腫療の癌化過程に伴って細胞における糖
すると，高分化型における SBA結合陽性例の局在は | 鎖構造が変化する可能性が示唆された。さらに PNA
AM28.6%， PM14.3%. AM+C47.6%および PM+C I および UEA・1は腫蕩の組織型と関連し，また SBAお
0%であり.DBA結合はそれぞれ42.6%. 0 %. よぴ DBAは腺癌の組織学的分化度の発現と関連する
28.6%および 0%であった。また中分化型における ! ものと推察された。
SBA結合は AM16.7%.PM33.3%. AM+C8.3%お l 医学研究科委員会は審査委員の報告に基づき審議し
ょび PM+C8.3%.DBA結合はそれぞれ16.7%， た結果，本論文は癌の発生および発育に関する研究の
16.7%. 0%および8.3%，なお低分化型ではいずれも | 発展に貢献するととろ大であって，学位に値するもの
陰性であった。血液型との関係をみると， SBA結合の | として合格と判定した。
陽性例の頻度はA型64.3%および nonA型62.5%で審査担当者 主査 教授 山 遁 徹
全体の陽性率63.6%とほとんど差がなかった。また | 副査 教授 中根一穂
DBA結合においては，それぞれ42.9%および50.0% I 副査 教授 富 田 正 雄
とむしろ nonA型においてやや高頻度に観察された。
次に UEA・1結合の陽性例をO型と non0型に分げて
検討すると，それぞれ66.7%および42_1%でほとんど
差はみられなかった。
結語
以上の成績より.表層上皮性腫蕩においては，癌化
過程に伴って糖鎖構造が変化する可能性が認められた。
さらに PNAおよび UEA-1結合は腫蕩の組織型に関
連し，また SBAおよび DBA結合は組織学的分化度に
関連するように思われた。
論文審査の結果の要旨
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